




The present state and problems of promoting arts in Tottori Prefecture:
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鳥取県の文化芸術関係基本的施策を見てみると，以下のようになる。
１ 県民の鑑賞等の機会の充実 （１）鑑賞機会の提供・環境づくり （２）本県ゆかりの作家，
自然等の新しい魅力の発信 （３）博物館，美術館の充実




５ 学校教育における文化芸術活動の充実 （１）文化部活動の充実 （２）児童・生徒等の鑑
賞機会の提供
６ 文化芸術交流の推進 （１）国際交流の推進 （２）国内交流の推進
７ 文化芸術施設の充実 （１）県民文化会館 （２）倉吉未来中心 （３）童謡館 （４）博
物館
８ 伝統的な芸能等の継承及び発展
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註
（１）芸術概念の拡張として芸術文化を位置づけたものに，次の論考がある。利光 功「芸術文化試論―
ポピュラー・アートをめぐって―」，同著者『美と芸術のフェイズ―プラトンからコンセプチュアル・アー
トまで―』所収，勁草書房，2003年，126－149頁。初出は『カリタス』第3号，1996年。
（２）利光，上掲書，140頁。
（３）同書，145頁。なお，鶴見俊輔は芸術全般を，純粋芸術，大衆芸術，限界芸術という３区分において
捉え，「映画が総合的大衆芸術であるのと同じ意味で祭は総合的限界芸術である。」と述べている。いわゆ
る民芸も限界芸術的なものとして考えられている。鶴見俊輔「芸術の発展」，同著者『限界芸術論』所収，
ちくま学芸文庫，1999年，9-88頁。初出は1960年。そしてこの限界芸術こそ一般市民が芸術に接する唯一
のものであり得たとして，鶴見は「古代からマス・コミュニケーションの諸機関の発達するさいきんまで，
一般市民にとっては「芸術」（つまり純粋芸術とか大衆芸術の形における芸術）は縁のないもので，一般市
民はただ限界芸術をとおしてのみ，芸術を享受しまたその創造に参加することができた。」と述べている。
同書，28頁。
（４）文化芸術振興基本法の制定の経過と課題については，小林真理『文化権の確立に向けて―文化振興
法の国際比較と日本の現実―』，勁草書房，2004年，78-104頁を見よ。
（５）鳥取県では平成15年から毎年，採用枠に文化芸術コースという枠を設けて，職員採用を行っている。
（６）『提言』及び『評価報告書』は鳥取県文化観光局のＨＰで見ることができる。
（７）平成16年版鳥取県勢要覧，45頁及び35頁。
（８）平成16年度鳥取県文化芸術振興審議会資料，「平成17年度文化芸術関係予算（総括）」による。
（９）文化施策のＰＣＳサイクルについては，中川幾郎『分権時代の自治体文化政策―ハコモノづくりか
ら総合政策評価に向けて―』，勁草書房，2001,27-46頁。特に31頁，図表10「文化政策のＰＣＳサイクル」
を参照。
（10）平成16年度鳥取県文化芸術振興審議会資料，「文化団体活動状況調査の結果について」
（11）『2004民力』朝日新聞社，536,558,592頁。自由時間における主な生活行動者数における映画鑑賞の
項では，テレビ等及びビデオ等による鑑賞は除かれており，映画鑑賞以外の項ではテレビ等による観覧，
鑑賞は除かれている。映画・音楽鑑賞でのＣＤ，ＤＶＤ等での鑑賞を考慮すれば，かなり違った数字とな
るであろう。
（12）「文化芸術の振興に関する基本的な方針」（平成14年12月10日閣議決定），『文部科学時報』平成15年
１月，41頁。
（13）平成16年度鳥取県文化芸術振興審議会資料，「文化芸術振興審議会提言に対する対応について」より。
